
��������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

寒寒冷冷地地手手当当分分はは現現状状維維持持
特別交付税

の
減 額 率

地地
公公
部部
会会

総総
務務
省省
とと
交交
渉渉

３
月
１０
日
、
公
務
員
連
絡
会
地
公
部
会
は
地
域
手
当
・
寒
冷
地
手
当
に
係
る
特
別
交

付
税
の
減
額
率
に
関
し
て
総
務
省
給
与
能
率
推
進
室
長
交
渉
を
実
施
し
説
明
を
求
め

た
。
寒
冷
地
手
当
等
に
係
る
特
別
交
付
税
の
減
額
率
に
つ
い
て
は
、「
現
状
維
持
の
方

向
」
と
回
答
し
た
。

公
務
員
連
絡
会
地
公
部
会

が
、
特
別
交
付
税
の
取
扱
い

に
関
わ
る
検
討
状
況
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
た
の
に
対
し

て
、
総
務
省
は
、「
地
域
手
当

に
係
る
特
別
交
付
税
の
減
額

率
に
つ
い
て
、
国
支
給
基
準

を
上
回
る
全
額
を
減
額
す
る

と
い
う
考
え
に
変
わ
り
が
な

い
」
と
回
答
し
た
。

一
方
、
本
年
度
の
減
額
に

つ
い
て
は
、「
地
域
手
当
は
、

国
支
給
基
準
の
超
過
額
の

０
・
３
を
減
額
率
と
し
た

い
」「
寒
冷
地
手
当
は
昨
年
度

と
同
じ
０
・
１
と
し
、
来
年

度
以
降
は
引
き
続
き
検
討
し

た
い
」
と
回
答
し
た
。

人
件
費
に
係
る
特
別
交
付

税
の
減
額
は
国
の
財
政
制
裁

そ
の
も
の
で
あ
り
、
分
権
・

自
治
に
反
し
た
総
務
省
の
姿

勢
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
地
域
手
当
の
国

支
給
超
過
額
の
減
額
率
を

０
・
３
に
抑
制
し
、
寒
冷
地

手
当
の
減
額
率
を
昨
年
度
と

同
じ
０
・
１
に
と
ど
め
た
こ

と
は
、
地
方
公
務
員
給
与
を

め
ぐ
る
厳
し
い
情
勢
の
中
に

お
け
る
、
自
治
労
、
地
公
部

会
の
取
組
み
の
到
達
点
と
受

け
止
め
る
。

北
海
道
で
、
寒
冷
地
手
当

の
影
響
が
出
る
自
治
体
は
、

道
、
札
幌
市
、
新
得
町
、
釧

路
町
、
標
津
町
、
枝
幸
町
の

６
自
治
体
だ
が
、
道
本
部
と

し
て
引
き
続
き
、
自
治
労
本

部
に
結
集
し
、
減
額
率
引
上

げ
抑
制
・
中
止
、
人
件
費
に

係
る
減
額
そ
の
も
の
の
廃
止

に
む
け
た
運
動
に
各
方
面
か

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

２０００人が集まった０８春季生活闘争勝利総決起集会＝３月１２日、札幌厚生年金会館

睡
眠
不
足
も
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

に
関
係
す
る
と
い
う
。
や
は
り
そ
れ
も

生
活
習
慣
だ
か
ら
。「
寝
る
子
は
育
つ
」

っ
て
、
大
人
に
も
睡
眠
中
の
成
長
ホ
ル

モ
ン
は
重
要
で
、
不
足
す
る
と
肥
満
な

ど
を
引
き
起
こ
す
ら
し
い
。
早
寝
早
起

き
は
「
健
康
の
徳
」
か
も
し
れ
な
い
。

東
京
都
が
１
０
０
０
億
円
を
出
資
し

て
設
立
し
た
、
経
営
難
の
新
銀
行
東
京

に
４
０
０
億
円
追
加
出
資
は
今
回
だ
け

で
済
む
と
は
思
え
な
い
。
１
５
６
９
億

円
か
け
て
建
て
た
都
庁
舎
が
も
う
一
棟

建
つ
巨
額
な
税
金
使
っ
て
良
い
の
か
？

そ
ろ
そ
ろ
石
原
知
事
に
Ｎ
Ｏ
！
で
は
�

い
ま
、
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ

は
、
世
論
を
形
成
し
て
い
る
と
厳

し
く
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
か
つ

て
自
治
労
は
、
地
方
自
治
を
住
民

の
手
に
取
り
戻
す
た
め
、「
自
治
体

労
働
者
は
、
住
民
と
の
共
同
作
業

者
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
た
。
現

代
的
に
言
え
ば
住
民
自
治
と
団
体

自
治
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
地
方
分

権
の
確
立
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
自
治
体
労
働
者
は
い
ま
、
自

分
の
地
域
で
そ
こ
の
地
域
住
民

と
、
ど
ん
な
距
離
間
に
置
か
れ
て

い
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
日
の
よ
う
に
厳
し
い
経
済

環
境
下
に
お
か
れ
た
国
民
の
目
に

は
・
中
央
省
庁
の
高
級
官
僚
も
、

道
庁
や
市
役
所
、
役
場
に
働
く
地

方
自
治
体
の
職
員
も
、
案
外
、「
安

定
し
た
地
位
と
高
い
給
料
」
を
も

ら
っ
て
い
る
、
あ
ま
り
差
の
な
い

存
在
と
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
、
最
近
何
か

と
起
き
て
い
る
地
方
自
治
体
や
地

方
公
務
員
に
よ
る
不
祥
事
が
、
地

域
住
民
と
の
距
離
間
を
よ
り
遠
ざ

け
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ス

コ
ミ
の
影
響
が
大
き
い
が
、「
問
題

な
の
は
ご
く
一
部
の
者
で
あ
り
、

公
務
員
の
多
く
は
、
真
面
目
に
頑

張
っ
て
い
る
」
と
い
う
寛
容
的
姿

勢
は
世
間
か
ら
示
さ
れ
て
い
な

い
。
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
の
商

品
と
は
、
自
治
体
職
員
と
い
う
人

材
と
自
治
体
行
政
と
い
う
仕
事
が

一
体
と
な
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
。
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
税
金

と
信
頼
と
い
う
代
金
を
い
た
だ
い

て
、
よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
商
品
を
売
り
続
け
て
い
く
使

命
を
自
治
労
組
合
員
と
し
て
心
に

刻
み
、
奮
闘
し
て
ほ
し
い
。

続
・
観
察
／「
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
」

特
別
執
行
委
員

佐
藤

富
夫（
北
海
道
労
福
協
専
任
理
事
）

０８
春
闘

SSTTOOPP!! TTHHEE
格格差差社社会会

朔 風

３
月
１２
日
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

Ｔ
Ｈ
Ｅ
格
差
社
会
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
連
合
北
海
道
が
０８

春
季
生
活
闘
争
勝
利
総
決
起

集
会
を
札
幌
市
・
厚
生
年
金

会
館
で
開
き
２
０
０
０
人
が

結
集
し
た
。（
左
上
写
真
）

�
柳
連
合
北
海
道
会
長
は

「
２
月
末
の
政
府
の
労
働
力

調
査
で
、
非
正
規
雇
用
が
１

７
０
０
万
人
全
体
の
３３
・
５

％
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

年
収
２
０
０
万
未
満
が
７７
％

に
の
ぼ
っ
た
」「
木
の
城
た
い

せ
つ
の
倒
産
で
は
６
０
０
人

の
解
雇
者
が
出
て
い
る
。
公

共
事
業
の
削
減
で
道
内
の
雇

用
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
」
と
し
て
、
国
政
・

道
政
の
枠
組
み
を
変
え
る
取

り
組
み
と
、
身
近
な
と
こ
ろ

の
非
正
規
労
働
者
の
組
織
化

を
強
く
訴
え
た
。

こ
の
あ
と
、
各
構
成
産
別

の
代
表
者
が
決
意
表
明
し

た
。
地
公
三
者
共
闘
会
議
の

出
村
良
平
議
長
（
全
道
庁
委

員
長
）
も
、
道
職
員
に
か
け

ら
れ
た
賃
金
切
り
下
げ
問
題

と
北
教
組
の
大
量
処
分
へ
の

抗
議
の
意
思
を
表
明
し
、「
労

使
交
渉
で
は
限
界
が
あ
る
。

交
付
税
の
復
元
と
地
方
財
政

の
安
定
に
は
政
治
の
流
れ
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
北
海
道
が
つ
ぶ
れ

る
」
と
訴
え
た
。

こ
の
あ
と
集
会
決
議
を
採

択
し
集
会
を
終
え
た
。

全道庁

「
不
適
任
」１６２
人
！
過
去
最
多

ア
ン
ケ
ー
ト
で
管
理
職
評
価

全
道
庁
（
出
村
良
平
委
員

長
）
は
、
明
る
く
活
気
あ
ふ

れ
る
健
康
な
職
場
と
道
庁
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
昨
年

１２
月
、「
第
８
回
管
理
職
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
集

計
が
終
了
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
関
連

労
、
札
幌
医
科
大
学
を
の
ぞ

く
１
万
４
９
６
人
の
組
合
員

が
参
加
し
た
。
道
全
体
の
管

理
職
評
価
の
信
任
率
は
６９
・

１
％
、
不
信
任
率
７
・
８
％

で
い
ず
れ
も
昨
年
よ
り
上
が

っ
た
。
ま
た
、
不
適
任
管
理

職
は
、
昨
年
の
１
２
２
人
を

４０
人
上
回
る
１
６
２
人
で
過

去
最
多
と
な
っ
た
。

「
不
適
任
」
は
、
不
信
任

率
５０
％
以
上
の
管
理
職
２９
人

と
、
意
見
欄
か
ら
判
断
し
た

不
適
任
管
理
職
１
３
３
人
を

合
計
し
た
１
６
２
人
。

集
計
は
全
道
庁
本
部
で
実

施
、
結
果
は
「
自
治
労
北
海

道
・
全
道
庁
労
連
版
」
で
所

属
な
ど
の
詳
細
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。
意
見
欄
に
は
、「
行

動
力
、
指
導
力
が
な
い
」「
相

談
し
た
く
て
も
解
決
に
な
ら

な
い
」「
あ
い
さ
つ
し
な
い
」

「
Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム
と
人
事
が
仕

事
？
」
な
ど
多
数
あ
る
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
全
道

庁
は
２
月
１３
日
、
嵐
田
副
知

事
を
は
じ
め
、
本
庁
・
各
部

に
、
不
適
切
な
管
理
職
に
対

し
適
正
な
指
導
を
強
く
申
し

入
れ
た
。

JICHIRO スケジュール

２００８年３月

２１日�金 第３次全国統一行動日

２５日�火 道本部第１３回執行委員会（札幌市）

２００８年４月

４日�金 狭山事件の再審を求める札幌のつどい（札幌市）

８日�火 道本部第１４回執行委員会（札幌市）

１３日�日 社会福祉協議会学習会（札幌市）

１８日�金 第４回組織強化委員会（札幌市）

２２日�火 道本部第１５回執行委員会（札幌市）

自治労年金集会（東京都）

民主党の研究・拡大セミナー

■3月29日�土 １３時～１５時

■自治労会館 ３Ｆ中ホール
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■講師：山口二郎 北海道大学院教授

■主催：自治労道本部・総合研究室

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
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３．８国際女性デー

連
合
や
自
治
労
本
部
の
２

０
０
８
春
闘
方
針
に
は
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
方
針
化
さ
れ
て
い
る
。
日

本
語
に
す
れ

ば
「
仕
事
と

生

活

の

調

和
」
と
な
る

が
、
具
体
的

に
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
な

の
か
、
著
書
で
は
６
人
の
男

女
の
体
験
談
よ
り
、
現
状
と

課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

夫
婦
共
働
き
の
女
性
に
か

か
る
負
担
を
考
え
た
と
き

に
、
夫
の
協
力
は
不
可
欠
で

あ
る
。
私
は
料
理
が
苦
手

で
、
結
婚
前
は
自
分
で
作
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

の
だ
が
、
今
は
何
で
も
夫
と

２
人
で
協
力
し
て
、
家
事
が

楽
し
い
と
さ
え
思
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
気

持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
家

で
過
ご
す
と
き
は
仕
事
の
疲

れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
時
間
と

な
っ
た
。
き
っ
と
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
こ
う
い

う
も
の
な
の
か
な
と
、
本
書

を
読
ん
で
自
分
な
り
に
解
釈

で
き
た
。

女
性
組
合
員
だ
け
で
な

く
、
男
性
組
合
員
に
も
、
ぜ

ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
１
冊

で
あ
る
。

斜
里
町
労
連
書
記
次
長
・

結
城
み
ど
り

（
道
本
部
女
性
部
副
部
長
）

『
女
性
と
し
ご
と

』そ
の
働
き
方
お
か
し
く
な
い
で
す
か
？

だ
か
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
発
行
・
労
働
大
学
出
版
セ
ン
タ
ー

５００
円
）

読んでみたい
ＢＯＯＫ めざそう！「みんなで７時に夕食」

３
月
８
日
、
連
合
北
海
道

が
主
催
す
る
３
・
８
国
際
女

性
デ
ー
全
国
統
一
行
動
北
海

道
集
会
が
開
か
れ
た
。

集
会
で
は
、
瀬
地
山
角
さ

ん
（
東
京
大
学
准
教
授
）
が

「
笑
っ
て
考
え
る
少
子
高
齢

化
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

瀬
地
山
さ
ん
は
、
少
子
化
を

林
業
に
た
と
え
「
女
性
を
雇

わ
な
い
こ
と
は
、
植
林
を
し

な
い
よ
う
な
も
の
、
伐
採
す

る
だ
け
で
は
環
境
に
影
響
が

出
て
く
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
ふ
つ
う
に
働
き
な
が
ら

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
な
い
と

社
会
が
存
在
し
な
く
な
る
」

と
述
べ
自
身
の
子
育
て
の
経

験
を
ま
じ
え
な
が
ら
「
忌
引

き
と
夫
の
産
休
を
同
程
度
に

す
べ
き
」「
近
い
将
来
、
労
働

力
が
足
り
な
く
な
る
社
会
が

や
っ
て
く
る
、
そ
こ
を
乗
り

越
え
る
に
は
、
み
ん
な
で
働

く
社
会
に
む
け
て
長
時
間
労

働
を
減
ら
し
、
男
性
も
家

事
、
育
児
に
参
画
し
、
そ
の

代
わ
り
み
ん
な
が
７
時
に
は

夕
食
を
食
べ
ら
れ
る
社
会
を

め
ざ
そ
う
」
と
話
し
た
。

講
演
の
あ
と
、「
女
性
の
働

き
方
を
考
え
る
」
の
テ
ー
マ

で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

連
合
北
海
道
・
高
瀬
男
女

平
等
局
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、
瀬
地
山
さ
ん
の
他
に

小
林
千
代
美
前
衆
議
、
道
議

会
議
員
・
廣
田
ま
ゆ
み
さ
ん

と
、
小
林
郁
子
さ
ん
の
４
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見

を
述
べ
た
。

働
く
上
で
大
事
な
事
は
、

自
分
以
外
の
人
の
立
場
を
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
そ
の
意
味
で
は
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は

既
婚
者
も
、
独
身
者
も
す
べ

て
の
働
く
人
に
必
要
だ
と
話

し
、
運
動
の
前
進
を
確
認
す

る
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
全
会
一

致
で
採
択
し
集
会
を
終
え

た
。

１
５
０
年
前
の
１
８
５
７

年
３
月
８
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
被
服
工
場
で
働
く
女
性

た
ち
が
低
賃
金
・
長
時
間
労

働
に
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
が

国
際
女
性
デ
ー
の
起
源
と
言

わ
れ
て
い
る
。

１
９
０
８
年
３
月
８
日
、

女
性
た
ち
が
賃
金
改
善
・
労

働
時
間
の
短
縮
・
参
政
権
を

求
め
「
パ
ン
と
バ
ラ
」
を
掲

げ
て
デ
モ
を
行
い
、
３
月
８

日
が
女
性
の
政
治
的
自
由
と

平
等
の
た
め
に
闘
う
記
念
日

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
賃

金
・
労
働
条
件
の
向
上
を
表

す
「
パ
ン
」
と
、
女
性
の
尊

厳
・
人
権
の
確
保
を
表
す

「
バ
ラ
」
を
シ
ン
ボ
ル
に
、

世
界
各
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
行

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
際

女
性
デ
ー
は
１
９
０
８
年
の

行
動
か
ら
今
年
で
１
０
０
年

を
迎
え
た
。

国際女性デーには２００人が参加した＝３月８日、自治労会館

国
際
女
性
デ
ー
っ
て
？
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社
会
格
差
の
拡
大
と
働
き

方
の
二
極
化
が
進
ん
で
い

る
。
職
場
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
を
含
め
た
健
康
障
害
が

深
刻
化
し
、
一
方
で
ワ
ー
キ

ン
グ
・
プ
ア
や
格
差
の
固
定

化
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
急

速
な
少
子
化
の
要
因
と
も
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す

る
た
め
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）
社
会
」
を
実
現

す
る
こ
と
が
、
国
や
地
方
、

産
業
、
企
業
、
そ
し
て
労
働

組
合
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。長

時
間
労
働
が
恒
常
化
し

て
い
る
背
景
に
は
、
行
き
過

ぎ
た
規
制
緩
和
に
よ
る
過
度

な
競
争
激
化
と
、
そ
れ
に
呼

応
し
て
際
限
な
く
下
方
に
シ

フ
ト
し
て
い
る
労
働
条
件
の

切
り
下
げ
が
あ
る
。

い
ま
、
国
や
企
業
を
は
じ

め
、
各
方
面
で
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
推
進
さ

れ
て
い
る
が
、
現
状
の
働
き

方
を
前
提
と
し
た
女
性
の
両

立
支
援
策
で
は
、
結
果
的
に

性
別
役
割
分
業
を
固
定
化
す

る
危
険
性
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
名
の
下
に
、
労
働

時
間
管
理
や
労
働
時
間
規
制

の
適
用
除
外
を
更
に
拡
大
す

る
動
き
な
ど
、
長
時
間
労
働

を
助
長
す
る
動
き
に
も
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。
い
ま
、
労

働
組
合
や
労
働
者
自
ら
が

「
働
き
方
の
見
直
し
」
を
行

い
、
企
業
や
地
域
に
主
体
的

に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が

出
発
点
に
な
る
。

長
時
間
労
働
を
見
直
し
、

狭
い
意
味
の
「
少
子
化
対

策
」
や
「
子
育
て
支
援
」
を

超
え
、
す
べ
て
の
働
く
人
々

に
と
っ
て
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
と
充
実
し
た
生
活
が

選
択
可
能
と
な
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
す
。

・
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
）が
保
障
さ
れ
る
。

・
性
別
や
家
族
的
責
任
の
有

無
、
正
規
・
非
正
規
問
わ

ず
、
す
べ
て
の
働
く
人
々
に

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
が
等
し
く
保
障
さ
れ
る
。

・
生
活
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
合
わ
せ
、
働
く
人
自
ら
が

多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き

る
。

・
子
育
て
や
介
護
な
ど
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
が
整

備
・
拡
充
さ
れ
て
い
る
。

・
個
人
生
活
を
尊
重
す
る
企

業
文
化
や
働
き
方
に
中
立
な

社
会
シ
ス
テ
ム
。

・
企
業
の
社
会
的
責
任
の
観

点
か
ら
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
積
極
的
に

推
進
さ
れ
る
こ
と
で
、
多
様

な
人
材
の
確
保
や
定
着
に
つ

な
が
り
、
労
使
双
方
に
取
っ

て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
働
き
方

が
実
現
し
て
い
る
社
会
。

薬
害
患
者
さ
ん
の
情
報
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
や
、
自
衛
隊
艦
船
の
航
伯
日
誌
の
破

棄
な
ど
、
国
の
文
書
管
理
を
め
ぐ
っ
て
数

多
く
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
公
文

書
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
情
報
は
国
民
の

財
産
で
す
。
そ
れ
ら
を
適
切
に
管
理
す
る

こ
と
は
民
主
主
義
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の

最
低
限
の
標
準
装
備
な
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
情
報
を
な
い
が
し
ろ
に
す
れ
ば
、
歴
史

の
書
き
換
え
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
現
在

の
国
の
公
文
書
館
の
機
能
は
不
十
分
で
あ

り
、
日
本
に
し
っ
か
り
と
し
た
公
文
書
管

理
と
公
開
の
し
く
み
を
樹
立
す
る
こ

と
は
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ

で
す
。
そ
こ
で
３
月
末
、党
内
に
、こ

の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
自

治
体
に
は
、
文
書
管
理
の
先
進
例
が
あ
り

ま
す
。
自
治
労
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
指
導

を
受
け
つ
つ
、
し
っ
か
り
と
し
た
文
書
管

理
の
し
く
み
づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま
す
。

私
た
ち
が
め
ざ
す
社
会

公
文
書
管
理
と
公
開
の

し
く
み
づ
く
り
に
ま
い
進

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２

枚
を
１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合

を
自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ

ー
ン
自
由
席
。
締
め
切
り
は
４

月
７
日
�
午
後
４
時
、
電
話
で

受
付
。（
０
１
１
―
７
４
７
―
３

２
１
１
�
単
組
名
、
名
前
、
連

絡
先
を
申
告
）
落
選
し
た
人
に

は
連
絡
し
な
い
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ

ケ

ッ

ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

３
・
８
国
際
女

性
デ
ー
集
会
に
参

加
し
た
。
会
場
に

入
る
な
り
、
女
性

ば
か
り
で
あ
る

（
数
人
の
男
性
は

い

た

が
）。一

瞬

「
場
違
い
の
と
こ

ろ
に
来
て
し
ま
っ
た
」
と
嘆

い
て
も
、
時
す
で
に
遅
い
。

席
に
腰
掛
け
る
と
、
額
か
ら

汗
が
ポ
ト
ポ
ト
と
。「
こ
り
ゃ

ま
ず
い
」
と
思
い
、
ト
イ
レ

に
駆
け
込
み
身
支
度
を
整

え
、
再
度
、
席
に
着
く
。「
針

の
む
し
ろ
状
態
」
と
は
こ
の

こ
と
な
の
か
と
つ
く
づ
く
思

っ
た
。

組
合
の
大
会
や
中
央
委
員

会
で
も
男
性
の
中
に
女
性
の

参
加
者
も
い
る
が
、
大
勢
の

男
性
に
囲
ま
れ
て
い
る
状
態

で
あ
れ
ば
、
や
は
り
女
性
参

加
者
も
「
針
の
む
し
ろ
状

態
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
中
で
、
女
性
自
ら
が
発

言
す
る
姿
を
見
る
と
、
や
は

り
女
性
は
た
く
ま
し
い
も
の

で
あ
る
。
ま
わ
り
か
ら
は
化

粧
の
香
り
が
漂
っ
て
き
た
。

少
し
の
間
は
い
い
が
、
こ
の

状
態
の
持
続
に
は
慣
れ
て
い

な
い
た
め
か
、
も
う
限
界
で

あ
っ
た
。
や
は
り
、
こ
の
世

の
中
は
男
と
女
し
か
存
在
し

な
い
わ
け
で
あ
り
、
集
会
参

加
も
男
女
平
等
に
心
が
け
る

必
要
が
あ
る
と
、
つ
く
づ
く

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
ト
ホ
ホ

…
＊ ＊Ｖ�

（
杉
谷

光
一
）
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